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題字：小西英樹理事長

雲海からの日の出 

鬼ヶ城の肩から、澄み切った冷気を割って顔を出す太陽。 

真っ赤な太陽が照らし出す荘厳な風景は、めったに見ることができな

い冬の光景です。 

（三岳：山の家より　撮影：シルバー写真同好会　青山　勲）
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公
益
社
団
法
人　

福
知
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
お
客
様
（
発

注
者
）
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か

に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

事
業
運
営
に
格
別
の
ご
支
援
ご
指
導
を
賜

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
初
に
、
昨
年
の
花
火
大
会
爆
発
事
故

に
よ
り
尊
い
命
を
犠
牲
に
さ
れ
ま
し
た

方
々
に
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

被
害
に
あ
わ
れ
ま
し
た
皆
様
方
の
一
日
も

早
い
ご
回
復
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
九
月
の
台
風
十
八
号
に
よ
り
、

甚
大
な
被
害
に
あ
わ
れ
ま
し
た
皆
様
方
に

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
、
一
日
も
早

い
復
興
、
復
旧
を
願
う
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

平
成
二
十
六
年
を
迎
え
た
今
、
私
た
ち

の
生
活
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
状
況
は
上

向
き
傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
年
四
月
か
ら
は
消
費
税
増
税

と
な
り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
一
向
に
良

く
な
る
実
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
わ
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て
平
成
二
十
三

年
に
認
定
を
受
け
て
以
来
、
四
年
目
を
迎

え
ま
す
。
こ
の
三
年
間
、
お
客
様
の
日
常

生
活
に
お
け
る
多
様
な
ニ
ー
ズ
の
就
業
を

会
員
の
生
き
が
い
の
充
実
、
地
域
社
会
へ

の
貢
献
と
と
ら
え
、
一
方
で
は
社
会
参
加

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
こ
と
で
高

齢
者
が
元
気
で
働
く
こ
と
の
で
き
る
こ
と

に
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
セ
ン
タ
ー
の
諸
情
勢
は
極
め

て
厳
し
く
、
二
度
に
わ
た
る
「
事
業
仕
分

け
」
に
よ
る
大
幅
な
補
助
金
削
減
に
伴
う

困
難
な
公
益
法
人
と
し
て
の
事
業
経
営
、

ま
た
、
会
員
の
就
業
形
態
等
に
つ
い
て
も

厳
し
い
法
令
遵
守
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い

ま
す
。

　

こ
の
環
境
を
乗
り
き
る
た
め
、
事
務
事

業
見
直
し
・
人
員
削
減
・
人
件
費
の
抑
制

さ
ら
に
は
、
お
客
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
頂
い
て
事
務
手
数
料
の
引
き
上
げ
、
加

え
て
会
員
が
汗
し
て
働
い
た
配
分
金
の
三

パ
ー
セ
ン
ト
を
財
源
に
繰
り
入
れ
る
な
ど

の
実
施
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
も

諸
情
勢
が
厳
し
い
中
で
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
会
員
・
役
員
・
職
員
が
一
体
と
な
っ

て
普
及
啓
発
を
通
し
て
営
業
活
動
を
行
い
、

就
業
開
拓
と
就
業
拡
大
に
道
を
つ
な
ぎ
、

事
業
実
績
を
高
め
、
安
定
し
た
財
源
の
確

保
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
独
自
事
業
（
し
め
飾
り
・
ゴ
ー

ヤ
苗
・
竹
炭
・
椎
茸
榾
木
等
々
の
生
産
販

売
）
を
は
じ
め
、
昨
年
開
設
し
ま
し
た

「
シ
ル
バ
ー
シ
ョ
ッ
プ
�

や
す
ら
ぎ
�
」

理
事
長小

西　

英
樹
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を
継
続
し
て
開
設
し
、
自
立
と
財
源
確
保

の
一
助
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
る

所
存
で
す
。

　

ま
た
、
ソ
フ
ト
事
業
に
お
き
ま
し
て
は
、

「
活
か
せ
ゲ
ン
キ
な
シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー

（
老
人
力
）
」
を
主
要
テ
ー
マ
に
三
年
間
積

み
上
げ
て
き
ま
し
た
「
和
太
鼓
�

シ
ル
バ
ー

太
鼓
�
」
の
演
奏
活
動
を
通
し
て
高
齢
者
の

皆
さ
ん
と
交
流
対
話
を
深
め
、
高
齢
者
が

元
気
で
生
き
生
き
と
日
常
生
活
を
送
れ
る

活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

急
速
に
進
む
高
齢
化
に
よ
り
、
急
増
す

る
高
齢
者
の
受
け
皿
の
一
つ
で
あ
る
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
が
、「
地
域
の

支
え
手
」
と
し
て
元
気
に
社
会
参
加
し
、

地
域
の
活
性
化
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
、

日
々
の
生
活
に
目
標
と
リ
ズ
ム
、
活
力
が

生
み
出
せ
た
ら
と
願
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
ご
承

知
の
よ
う
に
様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
こ
そ
将
来
展
望
に
立
っ
て

「
成
長
期
」
と
位
置
づ
け
、
シ
ル
バ
ー
の

理
念
で
あ
る
自
主
（
自
分
た
ち
で
考
え
）・

自
律
（
自
分
た
ち
で
育
て
る
）
・
共
働
共

助
（
共
に
仲
良
く
、
お
互
い
に
助
け
合
っ

て
働
く
）
を
胸
に
刻
み
、
会
員
・
役
員
・

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
支
援
ご

指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
願
う
と
と
も
に
、
今
年
こ
そ

良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
、
年
頭

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
平
成
二
十
六
年
の

輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
互
助
会
の
運
営
に
ご
支
援
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
花
火
大
会
が
大
惨
事
と
な
り
、

亡
く
な
ら
れ
た
方
、
負
傷
さ
れ
た
方
々
に

哀
悼
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
台
風
十
八
号
が
福
知
山
市
を
襲
い
、
多

く
の
家
屋
や
農
地
が
被
災
し
大
変
な
事
態

と
な
り
ま
し
た
。
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し

上
げ
、
一
日
も
早
い
も
と
の
生
活
へ
の
回

復
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

昨
年
は
、
大
変
な
状
況
の
中
で
、
互
助

会
も
下
半
期
の
事
業
の
多
く
を
中
止
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
り
、
残
念
な
年
で
あ
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
必
ず
や
状
況
は
好
転
し
、
市

内
に
明
る
い
笑
顔
が
戻
り
、
以
前
の
よ
う

な
活
気
に
満
ち
た
日
が
来
る
と
確
信
し
て

力
を
合
わ
せ
て
力
強
く
前
進
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
ま
す
。

　

わ
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
互
助
会

も
「
自
主
・
自
立
」
を
強
く
前
面
に
掲
げ
、

各
事
業
を
企
画
･
立
案
し
、
会
員
は
も
と

よ
り
役
職
員
の
皆
様
と
も
密
接
な
連
携
を

は
か
り
な
が
ら
明
る
く
、
元
気
よ
く
堂
々

と
進
ん
で
ま
い
り
た
い
と
意
を
強
く
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

様
々
な
障
害
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

が
、
会
員
の
皆
様
と
と
も
に
、
励
ま
し
合

い
、
力
を
合
わ
せ
て
一
つ
一
つ
乗
り
越
え

て
前
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

会
員
互
助
会
会
長

桑
原　

長
利
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小
西
理
事
長
と
理
事
五
名
が
松

山
正
治
市
長
に
要
望
書
を
提
出

し
、
懇
談
し
ま
し
た
。

主
要
要
望
内
容

○
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

の
運
営
補
助
金
の
継
続
堅
持

及
び
高
齢
者
の
就
業
機
会
拡

大
の
た
め
の
新
事
業
へ
の
支

援
○
「
介
護
・
教
育
・
農
業
・
環

境
」
を
重
点
分
野
と
す
る
企

画
提
案
型
事
業
へ
の
継
続
支

援
○
福
知
山
市
の
事
業
を
法
律
に

　

基
づ
く
随
意
契
約
に
よ
る
当

　

福
知
山
市
要
望
に
先
立
ち
、

京
都
府
中
丹
広
域
振
興
局
へ
京

シ
連
役
員
と
と
も
に
理
事
長
・

局
長
が
要
請
活
動
を
行
い
、
国
・

府
の
運
営
補
助
及
び
事
業
補
助

の
確
保
を
要
請
し
ま
し
た
。

 
平
成　

年
度 　

福

知

山

市

長

要

望

25

十
月
十
八
日
（
金
）
福
知
山
市
に
要
望
行
動

平成25年度の事故発生状況 

項目 

傷
害
事
故 

物
損
事
故 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

0 

0 

1 

0 

1 

1 

4 

1 

0 

0 

1 

1 

2 

0 

0 

2 

0 

△2 

2 

0 

2 

0 

0 

0

2 

0 

2 

0 

0 

0 

2 

0 

4 

1 

1 

0 

1 

1 

0 

0 

0 

0 

2 

2 

0 

1 

0 

△1

0 

0 

0 

1 

0 

△1 

2 

1 

4 

1 

1 

0

2 

2 

2 

1 

0 

△1 

1 

0 

3 

2 

3 

1

1 

1 

1 

2 

0 

△2 

1 

1 

1 

1 

0 

△1

0 

2 

2 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

1 

1 

1 

2 

0 

1 

 

 

0 

1 

1 

0 

1 

1 

0 

0 

 

 

1 

0 

0 

0 

2 

0 

0 

0 

 

 

0 

1 

0 

1 

0 

0 

1 

0 

 

 

4 

0 

0 

0 

12 

9 

9 

7 

1 

 

20 

7 

15 

7 

7 

平成21年度 

平成22年度 

平成23年度 

平成24年度 

平成25年度 

24年対比 

平成21年度 

平成22年度 

平成23年度 

平成24年度 

平成25年度 

24年対比 

事故件数対比表 （平成25年12月10日 現在） 

安全就業委員会 安全就業委員会 

セ
ン
タ
ー
へ
の
発
注
と
消
費
税

率
引
き
上
げ
に
伴
う
予
算
措
置

　

以
上
三
点
を
重
点
に
要
望
を

行
い
ま
し
た
。

京
都
府

要
請
行
動

十
月
九
日
（
水
）
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▲機械除草▼ ▲剪定 
せん てい 

平成２５年１２月現在で、傷害事故１件（２４年度７件） 

　　　　　　　　　 　物損事故７件（２４年度７件）と命に係わる傷害事故は減

少しているものの、この１件は、他を巻き込んだ重大事故となる可能性を多分に含んだ

もので、件数だけでは判断できない厳しいものがあります。特に、車両の運転に関しては、

業務の有無を問わず、安全運転の徹底を図ってまいります。 

　今後一層の安全意識の高揚と業務の事前打ち合わせ、慣れた仕事の段取り見直し、安

全パトロールの強化等々により事故防止・『事故０運動』を徹底してまいります。 

　会員一人ひとりが自分のことにも、仲間のことにも気をつけましょう！ 

　１１月２６日、シルバー交通安全講習会を

中丹勤労者福祉会館で、会員７２名の参加

を得て開催しました。 

　年度当初から会員による交通事故が続き、

死亡事故にもつながるような重大事故もあっ

たため、安全就業の一環として安全運転と

無事故無違反を期して講習会を行いました。 

　当日は、東京海上日動火災保険㈱京都支

店福知山支社より小島隆範様を講師に迎え、

法令遵守と安全運転の励行、事故事例によ

る注意喚起を指導いただきました。 

安全就業の徹底を！ 『事故0運動』継続中 安全就業の徹底を！ 『事故0運動』継続中 安全就業の徹底を！ 『事故0運動』継続中 

交 通 安 全 講 習 会
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シルバーショップ“やすらぎ”シルバーショップ“やすらぎ”
「1周年記念感謝祭」開催「1周年記念感謝祭」開催

シルバーショップ“やすらぎ”

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
会

員
自
ら
が
育
て
て
い
く
事
業
経
営

の
一
助
と
し
て
い
る
、
独
自
事
業

の
一
つ
と
し
て「
シ
ル
バ
ー
シ
ョ
ッ

プ
」
を
立
ち
上
げ
、
少
し
で
も
自

主
財
源
の
確
保
等
に
つ
な
い
で
い

く
計
画
を
平
成
二
十
一
年
度
に
計

画
さ
れ
、
三
年
間
の
検
討
を
経
て
、

平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
シ
ル

バ
ー
シ
ョ
ッ
プ
運
営
委
員
会
が
設

置
さ
れ
、
翌
月
の
十
一
月
二
十
二

日
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
長
に
「
伊
木
正
」
会
員
を

選
出
、
業
務
担
当
を
商
品
開
発
部
・

商
品
生
産
部
・
商
品
仕
入
部
・
商

品
販
売
部
・
商
品
管
理
部
・
し
め

飾
り
生
産
部
、
加
え
て
、
高
齢
会
員

の
交
流
の
場
を
創
出
す
る
サ
ロ
ン

部
が
設
け
ら
れ
、
七
部
構
成
と
し

て
、
各
部
に
部
長
を
選
出
し
て
総

勢
五
十
七
名
の
運
営
委
員
を
も
っ

て
開
設
さ
れ
ま
し
て
以
来
、
昨
年

の
十
一
月
で
一
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

運
営
委
員
会
委
員
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に
運
営
委
員

の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、
多
く
の
会

員
さ
ん
か
ら
、
野
菜
・
花
・
手
芸
品
・

工
芸
品
等
を
出
品
し
て
販
売
さ
れ

る
と
と
も
に
、
シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン

を
開
設
し
て
、
お
も
て
な
し
の
心

で
コ
ー
ヒ
ー
や
季
節
の
ゴ
ー
ヤ

ジ
ュ
ー
ス
等
を
工
夫
し
て
手
造
り

で
お
世
話
頂
き
、
温
か
い
交
流
も

深
ま
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
会
員
の
皆
さ
ん
の
シ
ル

バ
ー
を
思
う
熱
い
心
と
知
恵
の
も

と
、
朝
早
く
か
ら
無
報
酬
で
運
営

さ
れ
、
会
員
は
勿
論
の
事
、
近
隣

の
市
民
の
皆
様
も
ご
協
力
頂
い
て

き
ま
し
た
。
そ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
こ
め
て
、
昨
年
十
一
月
二
十
八

日
に
感
謝
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
師
走
を
間
近
に
し
て

寒
風
の
吹
く
冷
た
い
日
で
し
た
が
、

快
晴
に
恵
ま
れ
、
午
前
九
時
か
ら

会
員
に
よ
る
「
シ
ル
バ
ー
太
鼓
」

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏
に
始
ま
り
、

小
西
英
樹
理
事
長
の
感
謝
の
挨
拶

に
続
き
、
田
中
悟
福
知
山
市
市
民

人
権
環
境
部
長
の
祝
辞
を
頂
き
、

引
き
続
き
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ

れ
、
餅
つ
き
実
演
や
、
サ
ロ
ン
部

に
よ
り
ま
す
�

ぜ
ん
ざ
い
�

の
無

料
サ
ー
ビ
ス
が
さ
れ
る
等
、
多
く

の
会
員
さ
ん
や
近
隣
の
市
民
の
皆

様
が
参
加
さ
れ
、
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
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恒
例  

独
自
事
業 

お
正
月
用

正
月
用
「
し
め
飾
り
づ
く
り
」 

お
正
月
用

正
月
用
「
し
め
飾
り
づ
く
り
」 

お
正
月
用
「
し
め
飾
り
づ
く
り
」 

　
し
め
飾
り
づ
く
り
も
七
年
に
な
り
ま
す
。 

　
製
作
す
る
会
員
の
腕
も
年
々
向
上
し
、
大
変
立
派
な
し
め
飾
り

が
で
き
て
、
買
っ
て
い
た
だ
く
方
か
ら
も
お
褒
め
を
い
た
だ
く
ま

で
に
成
長
さ
れ
て
い
ま
す
。
褒
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
作
業
者

と
し
て
は
大
変
励
み
で
あ
り
、
買
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
本
当

に
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
、
感
謝
を
こ
め
て
お
渡
し
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
両
丹
日
日
新
聞
か
ら
の
取
材
を
受
け
、
広
く
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
が
で
き
、
市
民
の
皆
様
の
好
感
も
得
ら
れ
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
市
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
シ
ル
バ
ー
シ
ョ
ッ

プ
の
一
員
と
し
て
さ
ら
に
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
、
作
業
さ
れ
る
会

員
さ
ん
は
気
持
ち
を
一
つ
に
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
し
め
飾
り
は
、
日
本
の
お
正
月
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
の
一
つ

で
あ
り
、
「
し
め
飾
り
生
産
部
」
と
し
て
、
さ
ら
な
る
製
品
の
向

上
に
努
め
、
皆
様
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
努
力
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　シルバー人材センター事業普及啓発促進月間の１０月１９日、理事等の役員・職員・地区班長

ら総勢３７名が、市内の大型店舗に３班に分か

れて啓発活動を展開しました。 

　幟旗を持ち、赤いハッピ姿で買い物客にポ

ケットティッシュとリーフレットを配布し、

シルバー人材センターの事業紹介と受注拡大、

会員増強の啓発活動を行いました。 

　その効果は大きく、普及啓発活動の後は、

仕事の問い合わせや入会説明会参加者数が増

えてきています。 
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平
成
２５
年
度
 

　

今
年
度
は
、
文
部
科
学
省
後
援　

硬

筆
・
毛
筆
書
写
技
能
検
定
審
査
員
の
渕

上
初
美
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、　

１０

月　

日
（
木
）・　

月　

日
（
火
）
の
２
日

１０

１０

２２

間
、
中
丹
勤
労
者
福
祉
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
受
講
の
都
合
が
つ
か
な
い

会
員
も
多
く
、
９
名
と
い
う
少
人
数
で

の
受
講
で
し
た
が
、
講
義
・
実
技
・
添

削
を
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
た
だ
き
、

毛
筆
筆
耕
に
関
す
る
新
た
な
知
識
や
技

能
を
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

小
人
数
で
の
講
習
会
で
し
た
が
、
先

生
の
指
導
も
熱
心
で
、
受
講
者
も
集
中

し
た
充
実
し
た
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

次
の
機
会
に
は
多
く
の
会
員
の
み
な
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、「
上
手
く
な
る
コ
ツ
は
、
書

い
て
書
い
て
、
書
き
な
れ
る
こ
と
」
と

の
講
師
先
生
の
言
葉
を
胸
に
刻
み
、
さ

ら
に
向
上
心
を
燃
や
し
自
己
研
鑽
に
励

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

女
性
の
た
め
の
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ア
ッ
プ

体
験
会
が
、
十
二
月
十
日
（
火
）
中
丹
勤
労

者
福
祉
会
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
資
生
堂
販
売
㈱
か
ら
阪
上
明

子
様
を
お
迎
え
し
、
楽
し
く
、
た
め
に
な

る
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

前
半
は
、
初
対
面
で
第
一
印
象
が
好
感

の
も
て
る
様
な
接
遇
マ
ナ
ー
や
お
化
粧
の

Ｔ
Ｐ
Ｏ
、
内
面
か
ら
出
る
美
し
さ
を
磨
く

に
は
、
な
ど
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
い
よ
い
よ
本
番
で
、
各
自
が

鏡
の
前
に
向
っ
て
お
化
粧
の
手
順
を
基
本

か
ら
丁
寧
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ほ
ん
の
少
し
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
教
え
で

随
分
と
変
わ
る
も
の
だ
と
感
心
す
る
と
と

も
に
、
体
験
し
た
こ
と
を
し
っ
か
り
と
反

復
、
継
続
す
る
こ
と
が
大
事
な
こ
と
だ
と

理
解
し
ま
し
た
。

　

閉
会
後
の
別
れ
際
に
は
、
皆
さ
ん
見
違

え
る
よ
う
な
美
し
さ
で
、
と
っ
て
も
明
る

く
会
場
を
後
に
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
す

ば
ら
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。
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旅 

日 

記 

旅 

日 

記 

旅 

日 

記 
会
員
互
助
会

会
員
互
助
会
だ
よ
り
 

会
員
互
助
会
だ
よ
り
 

９
月　

日
（
金
）・　

日
（
土
）

１３

１４

一
泊
親
睦
旅
行

『
芦
原
温
泉
の
旅
』

　

毎
年
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
一
泊
親
睦

旅
行
、
早
く
か
ら
申
し
込
み
、
準
備
を
整

え
て
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。
当
日
は

旅
日
和
、
厚
生
会
館
前
で
は
、
既
に
受
付

が
始
ま
っ
て
お
り
、
急
い
で
受
付
を
済
ま

せ
、
定
例
の
挨
拶
を
受
け
た
後
、
わ
い
わ

い
言
い
な
が
ら
バ
ス
の
到
着
を
待
ち
ま
し

た
。

　

指
定
の
二
号
車
に
乗
り
込
み
、
見
送

り
の
事
務
局
の
皆
さ
ん
な
ど
に
送
ら
れ
、

定
刻
ど
お
り
の
発
車
。バ
ス
の
中
で
は
互

助
会
で
準
備
い
た
だ
い
た
お
茶
・
お
菓

子
・
パ
ッ
ク
酒
な
ど
を
受
け
取
り
、
一
路
、

最
初
の
目
的
地
、サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル
京

都
工
場
へ
。
途
中
、
須
知
で
ト
イ
レ
休
憩

し
ま
し
た
が
、
一
号
車
内
も
随
分
と
盛

り
上
が
っ
て
い
る
様
子
、
皆
さ
ん
ニ
コ
ニ
コ

と
笑
顔
で
の
暫
し
の
休
憩
で
し
た
。

　

待
ち
望
ん
で
い
た
ビ
ー
ル
工
場
に
到

着
す
る
や
担
当
職
員
さ
ん
に
引
率
さ
れ

会
議
室
に
。
工
場
と
ビ
ー
ル
の
説
明
を
聞

き
、
早
速
、
工
場
見
学
へ
。
係
員
の
説
明
も

そ
こ
そ
こ
に
、
待
ち
に
待
っ
た
�

試
飲
�
場

所
へ
。
十
五
分
間
、
一
人
三
杯
以
内
と
の

指
示
を
受
け
ス
タ
ー
ト
。
出
来
立
て
の
お

い
し
い
ビ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ほ
ん
わ
か
気
分
で
昼
食
会
場
の
滋
賀

県
「
ロ
ー
ザ
ン
ベ
リ
ー
多
和
田
」へ
向
か
い

ま
し
た
が
、
到
着
が
三
十
分
も
遅
れ
、
足

早
に
お
昼
を
済
ま
せ
ま
し
た
。
お
腹
も

膨
ら
み
、バ
ス
の
中
で
は
�

お
休
み
中
�が

あ
ち
こ
ち
に
。
今
晩
の
宴
会
に
備
え
て
の

体
力
温
存
で
し
ょ
う
か
。
予
定
ど
お
り
の

午
後
四
時
す
ぎ
、
宿
泊
地
芦
原
温
泉
「
グ

ラ
ン
デ
ィ
ア
芳
泉
」へ
到
着
。
宿
泊
定
員

四
百
人
の
大
き
な
ホ
テ
ル
、
宴
会
が
楽
し

み
で
す
。

　

早
速
、
風
呂
に
入
り
、
汗
を
流
し
て
宴

会
場
へ
。
す
で
に
多
く
の
会
員
さ
ん
が
着

席
し
、
宴
会
の
始
ま
り
を
待
っ
て
い
ま
す
。

午
後
六
時
、
定
刻
の
開
宴
、
理
事
長
、
互

助
会
会
長
の
挨
拶
を
受
け
、
乾
杯
で
宴

会
が
ス
タ
ー
ト
。
盛
り
だ
く
さ
ん
の
お
料

理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
会
員
の
踊
り

や
か
く
し
芸
、ダ
ン
ス
に
手
品
、
さ
ら
に

は
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
の
大
合
奏
、カ
ラ
オ

ケ
の
ど
自
慢
と
皆
さ
ん
の
芸
達
者
に
は

驚
く
ば
か
り
、
す
ご
い
パ
ワ
ー
の
噴
出
で

し
た
。
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
そ
し

て
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
恒
例
福
知
山

踊
り
を
全
員
で
踊
り
、
心
を
一
つ
に
し
た

宴
会
で
し
た
。
日
頃
、み
ん
な
ゲ
ン
キ
に

仕
事
を
続
け
、
た
ま
の
息
抜
き
、
気
分
転

換
で
さ
ら
に
ゲ
ン
キ
に
働
け
る
こ
と
は
、

あ
り
が
た
い
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　

夢
の
よ
う
な
一
夜
が
明
け
、
皆
さ
ん
の

ご
精
進
の
お
か
げ
か
、
二
日
目
も
快
晴
、

ガ
イ
ド
さ
ん
の
軽
快
な
案
内
で
旅
の
続

き
が
始
ま
り
ま
し

た
。
お

菓

子
の

館

『
加
賀
藩
』
、
片
岡
鶴

太
郎
工
芸
館
を
訪

ね
、
吉
崎
御
坊
で
は

落
語
家
ば
り
の
御

住
職
の
軽
妙
で
あ

り
が
た
い
お
説
法

で
大
笑
い
で
し
た
。

　

東
尋
坊
で
は
、
記

念

撮

影
の
あ

と
、

「
東
尋
坊
」の
見
学

の
の
ち
昼
食
、
ま
た

ま
た
土
産
品
を
買

い
込
ん
で
、い
ざ
、
帰

福
の
途
へ
。
途
中
、
武

生
で
ナ
イ
フ
ビ
レ
ッ

ジ
、
そ
ば
の
里
を
見

学
、
敦
賀
で
は
昆
布
館
で
休
憩
・
お
土
産

品
タ
イ
ム
、よ
う
や
く
本
当
の
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。

　

お
蔭
様
で
天
候
に
恵
ま
れ
、
楽
し
く

一
泊
旅
行
が
無
事
に
終
え
ら
れ
ま
し
た

が
、
翌
日
か
ら
は
台
風
襲
来
で
福
知
山

も
、
前
日
に
訪
れ
た
福
井
・
石
川
で
も
水

害
や
土
砂
崩
れ
な
ど
の
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

参
加
さ
れ
た
会
員
の
皆
さ
ん
、
互
助

会
役
員
、
職
員
の
皆
様
方
に
お
礼
申
し

上
げ
、
来
年
も
参
加
で
き
る
こ
と
を
楽

し
み
に
日
々
の
仕
事
に
励
ん
で
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

横
田　

義
和

（
大
正
地
区
）



第５１号  （１０）平成２６年１月 会報　シルバーふくちやま

足
立
　
数
枝  

（
金
谷
地
区
） 

会員手づくり作品 

シ

リ

ー

ズ

 

会
員
互
助
会
同
好
会
紹
介

会
員
互
助
会
同
好
会
紹
介 
会
員
互
助
会
同
好
会
紹
介

会
員
互
助
会
同
好
会
紹
介 

シ
ル
バ
ー
大
正
琴
同
好
会 

代
表
　
門
野
　
道
子 

会
員 

会
員
互
助
会
同
好
会
紹
介 

　
平
成
二
十
四
年
十
月
三
日
に
新
規
発
足
し
ま
し
た
。
ま
だ
で

き
た
て
の
同
好
会
で
、
会
員
五
名
で
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
、

楽
し
く
練
習
を
し
て
い
ま
す
。 

　
練
習
は
毎
週
水
曜
日
の
午
後
、
岡
ノ
三
教
育
集
会
所
で
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
見
学
、
体
験
大
歓
迎
で
す
。 

　
発
足
し
て
間
も
な
い
同
好
会
で
す
が
、
ど
ん
ど
ん
輪
を
広
げ
、

た
く
さ
ん
の
会
員
さ
ん
と
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
入

会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

会
員
　
　
門
野
　
道
子
・
大
槻
ノ
リ
子
・
中
井
つ
た
枝 

矢
持
　
弘
子
・
西
村
　
壽
彦
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撤去・処分担当 共働 共助 職 職 種 種 班 班 紹 紹 介 介 
シルバーの会員として私たちはガンバッテいます 

　撤去・処分担当は、目

立ちはしませんが「縁の

下の力持ち」でシルバー

の仕事になくてはならな

いものです。 

　定例の各事業所のゴミ

や不用品の収集・処分、

剪定班の剪定クズの撤

去・処分、さらには、随時要請がある転居、引き払い、リフォーム時の不要家具・電化

製品等の収集・処分など要請件数もウナギ登りで、その活躍の場は非常に幅広く、効率

的な積み込みなどには高度な技術（？）が必要です。 

　しかし、専門的な撤去担当会員は少なく、天候にも左右される場合が多く、着手ま

でしばらくお客様にお待ちいただくことも度々です。 

　現在は、主に南野幹夫 会員・大槻勘次郎 会員・牧　変 会員・今野郁男 会員で対応

していますが、大量の場合は、道路清掃やパトロール班などからも応援いただいて対

応しています。 

　仕事内容は大変ですが、撤去後のすっきりとした住宅内や倉庫、建物周辺を見て、

依頼者からの感謝と喜びの言葉をいただいたときは疲れも忘れてしまい、つい「また、

用があったら何でも言うてや。」との言葉が出ます。会員の気さくな性格とこの一声が、

撤去・処分の仕事の依頼のリピーターが多い理由かもしれません。 

　まだまだ、仕事は増えてきます。撤去に携わる会員さんの参加を待っています。 

第5回「シルバーのつどい」の開催 

●日時：平成26年2月15日（土） 午前10時 

●場所：サンプラザ万助　●会費：5,000円 

昨年のつどいの様子 

▲
 

第1部（午前） 
　「熱く語る わたしの人生」  会員4名の発表 

第2部（午後） 
　懇親会：のど自慢・かくし芸・ 
　　　　　　　　　  お楽しみ大抽選会 など 

会員互助会からのお知らせ 

多数の会員の皆さんの参加をお願いします。 
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／
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催
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付
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。
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。

　

昨
年
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福
知
山
市
に
と
っ
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、
花
火
大
会

の
事
故
、
台
風
十
八
号
に
よ
る
水
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等
大
変

な
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で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
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に
と
っ

て
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
受
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ま
し
た
。
今

年
は
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明
る
く
良
い
年
で
あ
る
よ
う
願
っ
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す
。

　

平
成
二
十
六
年
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年
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す
。
馬
に
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つ

わ
る
話
の
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つ
に
「
老
い
た
る
馬
は
道
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忘

れ
ず
」
と
あ
り
、
こ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、

�

経
験
豊
か
な
人
は
、
判
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が
適
切
で
あ
る
�

こ
と
の
例
え
で
、
老
い
た
馬
は
道
を
よ
く

知
っ
て
お
り
、
迷
う
こ
と
が
な
い
こ
と
か
ら

転
じ
て
、
高
齢
者
の
智
恵
や
経
験
は
活
か
す

べ
き
だ
と
い
う
教
え
だ
そ
う
で
す
。

　

シ
ル
バ
ー
会
員
の
皆
様
も
経
験
豊
か
な
方

が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ど
う
か
、

そ
の
経
験
と
お
智
恵
を
拝
借
し
、
仕
事
に
も

広
報
に
も
活
か
し
、
一
つ
の
「
輪
」
と
な
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
も
さ
ら
な

る
良
い
広
報
誌
を
め
ざ
し
ま
す
。
皆
様
の
お

智
恵
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供
し
て
く
だ
さ
い
。

　

編
集
委
員
会

　
　

委
員
長　

大
槻
日
出
雄

　
　

委　

員　

渡
邉　

満
子
・
青
山　
　

勲

　
　
　
　
　
　

伊
藤　

敏
夫
・
宮
本　

忠
夫

　
　
　
　
　
　

足
立　

数
枝
・
殿
最
千
代
子

月別入退会の状況
（単位：人）

月末現在会員数退　会入　会　　　区分

月別　　　 計女男計女男計女男

756242514平２４．末

75724551210191147平２５．４

754238516157812012　　　５

7482345141367725　　　６

743233510166101156　　　７

737231506927303　　　８

7222254971569000　　　９

724224500312505　　　１０

7312265053211046　　　１１

7422355071011293　　　１２

742235507853154712447計

陶
山　

正
夫　

様
（
下
六
人
部
地
区
）

小
西　

市
郎　

様
（
金
山
地
区
）合　

掌


